
  

平成２７年第７回（９月）出雲崎町議会定例会 

一 般 質 問 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

１ 

 

中野 勝正 議員 

(一問一答) 

１．大門児童遊園の活用について 

（１）現状について、どう考えているか。 

（２）児童遊園の活用方法について、どう考えているか。 

 

２．釜谷梅の木オーナーについて 

（１）第二弾、第三弾の具体的対策をどう講じて行く考えで

あるか。 

２ 

 

加藤 修三 議員 

(一問一答) 

１．当町は消滅の可能性の町か。 

（１）将来消滅の可能性を指摘された町であることについて

町長はどの様に受けとめているか。 

（２）現在の減少率と３０年後の当町独自の推計は出されて

いるか。 

（３）第２弾の集合住宅の建設と移住者が定住するための

フォローの必要性についてどう考えているか。 

（４）当町の中で限界集落がいくつかあるが、至急対策を講

じていく考えはないか。 

（５）老朽化が進む空き家も多くなり、崩壊や景観の悪化、

不安なども懸念されるが、具体的対策を立てる考えは

ないか。 

（６）地元で働く場所として工場誘致の考えはないか。 



  

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

 

 

髙桑 佳子 議員 

(一問一答) 

１．障害者の自立支援について 

(１)国の法改正により、障がい者の生活を支える拠点は、地域で

の福祉サービスの確立へと変化してきた。出雲崎町では様々

な支援事業に取り組んでいるが、出雲崎町の現状と課題をど

のように考えているか。 

(２)計画の推進にあたっては、県や近隣市村との連携を図ると

しているが、中越圏域の近隣市村においてはどのような取組

があり、当町とどのような連携がされているか。 

(３)出雲崎町地域自立支援協議会の活動内容はどうか。近隣市

村との連携を強め、近隣の協議会に参加する考えはないか。 

(４)障害者優先調達推進法の施行で、地方公共団体に求められ

ている障がい者就労施設への受注について、出雲崎町ではど

うか。 

(５)出雲崎町らしいきめ細やかな見とりや支援サービスの実現

のため、担当職員を増やすことについてはどう考えるか。 

 


